「1/10組立模型を用いて地震に強い木造の家の仕組みと室内環境を体験してみよう」建築講座の活動報告 その２ by 後藤 哲男 & 広川 智子





“Letʼs experience in 1/10 assembly 
model a strong wooden house 
mechanism to earthquake” 
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We performed hands-on lessons about architectural structure 
using a model of scale 1/10 until the last year.
This year we carried out a hands-on lesson about the indoor 
environment using the same model.
Through this class, we have been studying the method of 
architectural education for junior high school students. This 
paper is its report.
１．はじめに


























































































各壁材表面温度計測 熱電対（T 型式　VT3、φ 0.32㎜）









ファン ICFAN 製 DC12.0V　0.011A
表１　計測装置の機器










時には 0.2℃であったが 60 分後には差はなくなり上昇温度
も 0.2℃の差に留まった。














化を図５に示す。60 分から 180 分の模型外温度が 4.7℃上
昇する緩やかな温度勾配となった。
　一方、模型内外の温度差は概ね 120 分で定常状態となり









3 点計測 ファン停止 ファン稼働
温度（℃） 中央 2 中央 3 2 点平均 中央 1 中央 2 中央 3 2 点平均 中央 1
0 分 8.1 8.4 8.3 8.1 10.1 10.1 10.1 10.0
60 分後 22.6 20.7 21.7 21.7 25.3 23.9 24.6 24.7
上昇温度 14.5 12.3 13.4 13.6 15.2 13.8 14.5 14.7
4 点計測 ファン停止 ファン稼働
温度（℃） 上 1 上 2 下 1 下 2 4 点平均 中央 1 上 1 上 2 下 1 下 2 4 点平均 中央 1
0 分 8.1 8.0 7.7 7.7 7.9 8.1 10.2 10.2 9.9 10.0 10.1 10.0
60 分後 23.6 21.9 20.7 19.2 21.4 21.7 24.9 23.4 25.7 24.4 24.6 24.7
上昇温度 15.5 13.9 13.0 11.5 13.5 13.6 14.7 13.2 15.8 14.4 14.5 14.7
表２　壁３点計測とファン有無の温度上昇
表３　壁５点計測とファン有無の上昇温度


























































［ｍＶ］ ［mV/W/㎡］［Ｗ/㎡］ ［℃］ ［℃］ ［K］ ［Ｗ/㎡・Ｋ］ ［Ｗ/ｍ・Ｋ］ ［Ｗ/ｍ・Ｋ］ ［Ｗ/ｍ・Ｋ］
アクリルケ スーがない壁材［木（杉）］ 0.581 0.01063 54.7 26.5 16.4 10.1 5.412 0.076 0.133 0.076
アクリルケ スーがある壁材［木（杉）］ 0.656 0.01043 62.9 25.8 15.6 10.2 6.166 0.086 λ1 λ2
Ｑ ti to ti - to = Ｗ λA





















［ｍＶ］ ［mV/W/㎡］［Ｗ/㎡］ ［℃］ ［℃］ ［K］ ［Ｗ/㎡・Ｋ］ ［Ｗ/m・Ｋ］ ［Ｗ/m・Ｋ］ ［Ｗ/m・Ｋ］［Ｗ/m・Ｋ］［kj/㎏・Ｋ］
1 空気（静止） 0.584
0.01043
56.0 24.4 13 11.4 4.912 0.069 0.058 0.011 0.025 1.0
2 グラスウー ル 0.414 39.7 30.4 15.7 14.7 2.700 0.038 0.029 0.008 0.036 0.84
3 ポリスチレンフォー ム 0.426 40.8 28.9 14.4 14.5 2.817 0.039 0.031 0.009 0.044 1.3
4 もみ殻 0.542 52 27.3 15.3 12 4.33 0.061 0.050 0.011 0.04 −
5 木の粉 0.513 49.2 32.2 19.9 12.3 3.999 0.056 0.045 0.011 0.05 −
6 紙 0.507 48.6 30.1 17.1 13 3.739 0.052 0.042 0.010 0.06 1.3
7 木（杉） 0.656 62.9 25.8 15.6 10.2 6.166 0.086 0.076 0.011 0.12 1.3
8 ゴム 0.742 71.1 19.7 14.1 5.6 12.704 0.178 0.205 0.027 0.13 1.9
9 石膏ボ ドー 0.687 65.9 22.7 15.8 6.9 9.546 0.134 0.134 0.000 0.17 1.13
10 アクリル 0.706 67.7 25.3 16.8 8.5 7.963 0.111 0.105 0.006 0.21 1.4
11 ガラス 0.869 83.3 18.8 14.6 4.2 19.837 0.278 0.490 0.212 0.78 0.77
12 コンクリー ト 0.805 77.2 21 15.9 5.1 15.134 0.212 0.277 0.065 1.4 0.88
13 石（大理石） 0.759 72.8 28.7 24.2 4.5 16.171 0.226 0.314 0.088 2.8 0.81
14 石(花崗岩） 0.778
0.01063
73.2 21.9 17.3 4.6 15.911 0.223 0.304 0.082 4.3 1.1
15 鉄 0.883 83.1 22.9 18.5 4.4 18.879 0.264 0.435 0.171 54 0.47
16 アルミ 0.89 83.7 21.4 17.7 3.7 22.628 0.317 0.705 0.388 204 0.9




























































































































学校名 学年 人数 学校名 学年 人数
新 潟 工 業 高 校 1年 39人 長岡市立青葉台中学1組 2年 24人
長岡市立北中学 3年 35人 長岡市立青葉台中学2組 2年 26人























































































合計学年 1 年 1 年 3 年 2 年 2 年 2 年
壁材　　班 10 班 3 班 9 班 10 班 10 班 10 班
A
1 空気（静止） 既に模型の壁材として選択している
2 グラスウール 1 1 4 2 3 0 11
3 ポリスチレンフォー ム 1 0 1 1 3 3 9
4 もみ殻 1 2 1 2 1 2 9
5 木の粉 1 0 0 4 1 2 8
6 紙 4 1 4 1 2 3 15
B
7 木（杉） 1 0 1 2 3 1 8
8 ゴム 2 0 3 5 2 3 15
9 石膏ボード 1 0 0 2 2 2 7
10 アクリル 0 0 0 0 1 2 3
11 ガラス 4 1 1 1 2 2 11
C
12 コンクリ トー 1 1 2 1 1 3 9
13 石（大理石） 3 1 4 5 2 1 16
14 石（花崗岩） 4 1 3 3 2 2 15
15 鉄 5 1 3 1 3 2 15
16 アルミ 1 0 0 0 2 2 5
表９　選択された壁材の数
































答率を示す。講座前の正答率が 55 〜 70％であったのに対
して、講座後には 64 〜 74％とやや上昇した。クラス別に
講座前後の正答率の変化を見ると、１組ではほとんど相違
ないが、３組は講座後大幅に上昇した。












































































26 年の４年生の関川遼太郎さん、平成 27 年の４年生の間
公美さん、羽深歩波さん、３年生の中村美雪さん、東優介
さん、岡村海斗さん、森研究室の４年生の遠藤綺乃さんの
協力なくして本講座を円滑な進行はできませんでした。
　ここに御礼申し上げます。
注釈
１　長岡造形大学　研究員
２　 新潟大学　人文社会・教育科学系　教授（長岡造形大
学　非常勤講師）
３　 2016 年度　日本建築学会北陸支部に提出した研究論文
2 報である。
　　 広川智子、後藤哲男、飯野由香利：１/10 組立模型の
壁材の断熱実験の開発と環境教育の検討−基礎教養に
おける 初期建築教育の方法に関する研究その３−
　　 後藤哲男、広川智子、飯野由香利：１/10 組立模型を
用いた中高生を対象とした環境教育の実践−基礎教養
における初期建築教育の方法に関する研究その４−
４　 経済産業省資源エネルギー庁公式ホームページ　平成
24 年度　エネルギーに関する年次報告（エネルギー白 
書 2013）：http://www.enecho.meti.go.jp/about/
whitepaper/2013html/2-1-2.html　2016-3-9 閲覧
注１）以下の文献から熱伝導率と比熱の値を参照した。
・ 小林茂雄、中島裕輔、西村直也、古屋浩、吉永美香：は
じめての建築環境工学、p.40、彰国社
・ 中園眞人、他３名：籾殻充填木板パネルの断熱性能
実験、http://memoirs.lib-e.yamaguchi-u.ac.jp/521/12.
pdf）　2016-1-29閲覧
・ SENSBEY：各種物質の熱的性質　www.sensbey.co.jp/
pdffile/materialpropety.pdf、2016-1-29閲覧
・ 八光電機：各種物質の性質・非金属個体の性質、
http://www.hakko.co.jp/qa/qakit/html/h01010.htm、
2016-1-29閲覧
写真 10　伝導体感（握手して実感）（青葉台中）
写真 11　パソコン画面の温度を確認（北中）
写真 12　温度と熱流を記録している様子（青葉台中）
写真 13　プロジェクターで温度上昇を確認（北中）
